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□ 個別の指導計画を生かした実践事例を進めるに当たって

卒業後の生活を見据えたとき,移行の視点が大事になってくる｡移行については学部研究理論で述

べてあるので,参照していただきたいが,学校で取り組んだことが家庭,地域,進路先などいろいろ

な場面にどのように移行されているかを検証してきたいと考えている｡

そこで,家庭との連携,産業現場等における実習(現場実習)での実習先との連携,卒業後の進路

先との連携がどのように図られているか,以下の三つの事例を抽出して移行支援の在り方を検証して

いくことにした｡個別の指導計画がいかに生かされているか,システムの検証について,横への移行,

縦への移行の視点で考えていきたい｡また高等部がこれまで大事にしてきた｢よさやできることを生

かす｣ ｢働くことと余暇｣について,事例でも念頭に置いて取り組んでいる｡

事例Å

国語の授業を中心にしながら,場や状況に応じて自分を表現することを目指した取組

事例B 

学校内外で,よさを生かし自信を育てることを目指した取組 

事例C ｢個別の指導計画｣の成果や課題を｢卒業生個表｣で進路先-伝え,｢アフターフォロー｣ 

で支える縦への移行に関する取組 

～福祉施設で勧くAさんの事例を通して～ 

○　事例Aでは,意思の伝達のニーズが,国語の授業を中心とした取組で,他の場面でどのよう

に広がっているかの例を紹介する｡

○　事例Bでは,学校内外での活動を中心にした取組(よさを生かした取組)の中T.他の場面

でも自信を持って活動できていく例を紹介する｡

※　事例A, Eでは,個別の指導計画にかかわる連携の中で,特に教師間の連携,家庭との連携.

現場実習先との連携について検証した｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中

○　事例Cでは, 3月に卒業した生徒の事例を通して,これまで学校で取り組んできた移行支援

がどのように進路先につながってきたかを｢卒業生個表｣を中心に紹介する｡

※　事例Cでは,特に進路先との連携について検証した｡

(文責:大山　　隆)
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事例Å 

国語の授業を中心にしながら,場や状況に応じて自分を表現することを目指した取組 

1対象児について

T･K児(高等部3年生　男子)

(I)障害の状態

知的障害,声帯の発育が未成熟で,大きな声は出にくい｡

小1時にてんかんの診断を受け,現在挽けいれん剤を服用中｡

(2)諸検査結果から

S -M社会生活能力検査と全訂版田研･田中ビネ-知能検査を実施｡

知能検査においては,言語･数量の抽象的な理解や短期記憶等において苦手な面が見られる｡

社会生活能力検査においては,身辺自立や自己統制は高い数値を示しているが,移動面,意思

交換でやや落ち込みが見られる｡

(3) ｢卒業後の生活｣についての本人や保護者の希望

<働く生活>　　福祉施設に適所か入所｡ 2, 3年入所して生活リズムをしっかりしたい｡

<家庭生活>　　家族でいつまでも一緒の生活がしたい｡ (入所の経験後)

<余暇生活>　　今までの友達,新しい職場の友達籍と休日を過ごしてほしい｡

2指導経過

実態把握(平成14年4月)ー 

i学校i 

(行動観察,諸検査,これまでの電 

からみて) 

･体調面で不安があり,発作がある 

とが多いが,高等部3年になった 

童生徒会長になったことで,少し 

の役割に自覚が見られるようにな｢ 

･人とのかかわりは豊かであるが, 

に応じた態度など課題がある｡( 

や返事,言葉遣い)照れや緊張も 

分をうまく表現できない. 

･長時間の作業は苦手で,仕事に対 

面はもう少しであるo 

と休むこ

こと,児

ずつ自分

場や状況

あいさつ

あり,自

する意欲

(家庭訪問,生活スケジュール,生活

地図,坐育歴等)
I

･ゲームをしたり,音楽を聴いた;
I

りすることば好きで,一人で過ご;
I

すこともあるが,休日など友達に;
I

連絡し一緒に過ごすこともある｡ :
I

･照れもあるのか,家で学校であ;
I

ったことを話すことが少ない｡ ;
i

･体調面に不安があり,体の調子:
i

i

により,帰りのことを気にする｡ :
I

･自分から進んで家の手伝いをす;
i

ることが少ない｡　　　　　　;



里芋害

<教師の願い(学部ミーティング) >

○　場や状況によって態度を変えることなく,

人とかかわってほしい｡

○　あいさつや返事,言葉遣いはしっかりし

てほしい｡

○　思っていることを自分から伝えてほしい｡

○　仕事への意欲を持ってほしい｡

教育的ニーズを語る会(平成14年5月)

..- -

<保護者の願い>

○　あいさつや返事など基本的な

ことはしっかりできるとともに,

自分のことは自分でしてほしい｡

○　みんなと仲良く過ごし,かか

わりが広がってほしい｡

○　自分の思っていること,考え

ていることを積極的に言葉にし

てほしい｡

一三∴三∴ニ　ーシ　ー

人とのかかわりを大事にし,場や状況に応じたかかわり方:　/
lノ

(言葉遣いなど)について取り組んでいく｡　　　　　　;　l

よ窯業器蓋諾鷲器器÷嵩高
な取組をしていきたい｡

体調面も踏まえ,自分で伝えることの大切さを意識できる

ようにしたい｡

重点指導目標の設定

自分の考えや思いを伝えることができるo 

＼､

｢家でも思っているこ去

lを言ってくれたらいいな十一

｢みんなの前では恥ずかし

糾､1..がりますね｡でも授業で
､やったことは自信を･ ヾよo, __ //,''､､､､持ってできるよう!

[設定理由]

本児は,分かっているのにできない,しないということが多く見られる｡これは.照わや

緊張とともに,やり方が分からない,意識が薄いなどに要因があると考える｡自分の考えや

思いを伝えるためには,定型のあいさつや文(自己紹介や会長あいさつなど)で,簡単な文章

の作り方が分かり,それを読むことがまず必要ではないかと考える｡また,自分は何を伝え

たいかを文章にまとめるにはメモをとることも必要である｡本児は,文章を作る,しっかり

読むことが苦手である｡そこT,国語の授業などで,上記のような取組をすることで　基礎

的なカを身に付けるとともに,相手に伝えるにはどうしたらいいかを知ることができるよう

にしたい｡そのことで,自信を持って人前で発表したり,会話を楽しんだり,他の場面にも

つなげたりしていきたい｡人とのかかわりを大事にしながら取り組むことで,場や状況に応

じて自分を表現する▲ことができるようにしていきたいと考える｡
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1学期の指導経過

定型のあいさつや文を改まった場面で言うことができる 

[指導場面l]授業･ ･ ･国語

<目標設定の話の中で>

/-~〈ー＼
/ノ/保護者のコメント＼

｢まず,言い方が分かる

のが一番ですね｡｣

+...____!
国語は,実態に応じた3グループで編成｡ Cグループに在籍｡

Cグループでは,相手や場に応じて適切にかかわることができるよう意思伝達の力を身

に付けたり,生活の中に用いられている言葉についての理解を深めたりすることをねらっ

ている｡

[指導場面2]特別活動･ ･ ･児童生徒会活動

本児は, 2月の選挙で児童生徒会会長になった｡活動は全校朝会の進行,行事恵どでの

あいさつで,人前で話す機会は多い｡

指導内容及び指導の経過等 本　児　の　変　容　等

国語･ ･ ･｢読んでみよう,話してみよ

ラ,書いてみよう｣の題材の中で

○　毎時間,みん於の前で本を読む｡

○　自己紹介をする｡
〟                                                        i

:本読みに関しては,読みやすいも:
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,

I

:のにし,次に｢正しく書こう｣の題i
I                                                        I

i材の中で,特殊音のある言葉の学習:l
I                                                        i

:をし,書いたものを読む活動を多く:
I                                                        I

;取り入れた｡　　　　　　　;

t   i          _                            .             I

:自己紹介に関しては,まず定型の:
I                                                    I

;言い方を教えるなどできる状況づ;
I                                                        I

;くりに努めた｡　　　　　　　　　:
I                                                    I

児童生徒会活動･ ･ ･全校朝会,各行事

(特に運動会)の場面で

○全校朝会の進行,あいさつなど

○運動会では会長あいさつ
I                                                        I

;定型の言い方など文章にし,発表;
I                                                        I

;できるようにした｡　　　　　;

･最初のうちは読むことに抵抗があった｡

-漢字や拗音,促音,長音などの交ざった

文章に抵抗があった｡ (書いたものを読

む活動を増やすことにした｡)

･本読みを何回か続けることで,みんなの前で

も大きな声でできた｡

･宿題に積極的に取り組み,書いたものを自分

から読んで聞かせてくれることも増えた｡

･国語の授業の中では,照れや緊張が少しはな

く於り,読むことに抵抗が少なくなった｡

･自己紹介は何を言うかが分かっていたので,

スムーズ発表ができた｡

･朝会には遅れる(登校の関係で)こともあっ

たが,自分の役割として意識し,定型の言い

方だったので,しっかり発表できた｡

･運動会では,教師と一緒に文章を考える中で

自分の言いたいことを定型の言い方でまとめ

多くの人の前で堂々と発表できた｡

一日分でも考えた文章なので,自信を持っ

てできた｡
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<授業や児童生徒会での取組が他の場面では...> 

○現場実習初日のあいさつがしっかりできた○実習中は指導員や利用者の方と恥ずかし 

がらずに話ができたo 

※現場実習での評価･ ･ ･人とのかかわりはうまくいっていた｡明るく,人なっこく,

周りを和ませることができた｡ただ,場や状況に応じた言葉

遣いには少し課題が残った｡

価 ･ 〟 ･ ･ ･教育相談(7月末)

[目標の到達度A] 

体調が良かつたこともあり,積極的 

な面が随所に見られるようになった○ 

できそうなことに対し,できる状況づく 

りをしたことによって,自信を持って取 

り組めたのではないかと思われる○人前 

で発表することには慣れたが,自分で考 

えたこと,思ったことを素直に出すまで 

には至っていない｡ 

そこで,2学期は分かりやすく伝える 

ことの大事さが意識できるような取組を 

していきたい○ 

2 ′半期の指導経過

相手に分かりやすく伝えることができる. 

保護者のコメント

･国語の時間でやったことが宿題でも

出て,家庭でも少しはやる気を見せ

ていた｡

･やっていることを教えてくれず,自

分の気持ちを伝えてはしいのだが･

･ ･｡親の前では照れがある｡

･児童生徒会会長の役割を負担に感じ

ていると思っていたが,プライドが

高いのか,自分の役割として責任を

持っていることをうれしく思った｡

運動会での原稿を読む練習を夜遅く

まで兄を前にしてやっていた｡

<　目標設定の話の中で>

//　　　ー＼ ＼/保護者の

コメント

｢自分の好きなこと

⇔　　だったら,進んで

伝えようとするのでは
､､､ないですか｡｣

<学部の教師から>

国語の｢調べて伝えよう｣は指導場面として最適では･
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[指導場面1]･ ･ ･授業｢国語｣

指導内容及び指導の経過等 本　児　の　変　容　等

国語･ ･ ･｢調べて伝えよう｣の

題材の中で

○　自分で調べたい項目をニュースに

まとめ,発表する｡
I

;調べたいものを自分で選択すi
I                                                            ,

iることで,興味を持たせ,意欲!
I                                                       I

iを高めるようにしたo i

i　調へ　まとめる活動では,メ;
I                                                            ,

;モをする,伝えたい内容は何か;
I                                                            ,

:を一緒にすることで,活動への;
I I

I                                                       I

:見通しと自分でもできるという:
I                                                       I

;自信を持つようにした｡　　;

I                                                       I

:何度も読む練習をし,自信を:
I                                                       I

;持って発表できるようにした｡ :

発表場面をTVのニュース番

組のように設定し,ビデオに撮

影することで;楽しい雰囲気を

味わえるようにした｡

2学期当初は欠席があり,学習内容を理解

するのに時間が掛かった｡

･ニュース(特にサッカーを中心にしたスボー

関係)への興味は高く,自分から調べてみよ

うという意欲がかなり見られた｡

･教師に聞いてメモをすすんでとったり,何を

伝えようかと本児怠りに考えようとしたりす

る姿が多くなった｡

･まとめ方についてはまだ教師と一緒にする

ことは多かった｡

･何度も繰り返し読む練習をすることで　慣れ

てきたのか,自分から進んで発表しようとす

る姿が見られるようになった｡

･実際にニュースキャスターに扮することで,

分かりやすく伝えようと,大きな声でゆっく

りと話すようになった｡

･授業は楽しいと話し,次は何を調べようかと

意欲的恵姿が見られた｡

<国語での取組が他の場面では...> 

○サッカーの本を自分で買いに行き､家で読んでいた. 

○家で,妬きなテレビをビデオに録画したり,CDを録音したりするとき,必要なこと 

ばメモするようになった. 

○今まであまり見ていなかったニュース番組を見たり,新聞を見たりするようになった○ 

_------

/一//　　　　　保護者のコメント(下校時の話の中で)

＼一一お金をもらって買物したりするようになっていますね｡｣
へ､一､へ_

iiiE

(　｢自分から買いたい物を伝え,それを買うために必要なお金を調べたり, ,
＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/

__　一一一一一･一一`
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[指導場面2] 〟 ･ ･生単の授業｢将来の生活｣の中で

指導内容及び指導の経過等 冏ｸ髦,ﾉ¥�Y9��

生単｢将来の生活｣の単元の中で ○職場での決まり 唸+�+�,X,ﾒﾉ�(ｼi�h,ﾉ�hｨ�/�&ﾘ.�+�,h,�,x*�.r�

自分の卒業後の生活を考えていったのでこ 

れまでの実習から｢OOOIに行きたいと自 
lI :前回の実習のときの様子を話! li 兒ｨ,ﾉ�ｩ��/�ﾏｸ,�+X+ﾘ�ｲ�

iL,自分で考える機会を与え言 i 唳���,ﾈ+�,h/�輊*(�+Rﾊ(*�*(+8,(.)]H馼/��
i ;そこで自分の気を付けることを: ll �+X,�*�.�+x.�:(ﾋ駢Hﾊﾘ*(,亢8/�WH*�覃饕�

ll :発表できるようにした.: ○壮行会 l〃 :発表の仕方を知り,練習を繰: Ii �/�ｮi*8.�8,h齷Zｨ,Xﾖﾈ*h+ﾙJﾙUﾈ*ｨ,X*ｸ+ﾒ��

･自分の実習先,頑張ることなどみんなの前 

;返し,分かりやすく伝えること; �,X+X,�*�.雨ﾙUﾈ,X*ｸ+ﾖ�-ﾈ+ﾒﾈ-ﾘ/�,�/��9Uﾂ�
ll :できだと感じられるようにした.: ●I �+X,Hｧﾈ*��ｨ/�晴+X�.ｨ,�*ｨ.x.�,X*ｸ+ﾒ竏齟�

分で発表する内容は考えて) 

<生単での取組が実習先では...> 

○あいさつや返事,言葉遣いで実習先からA評価をいただいた○ 

○みんなと仲良く話ができた. 

○仕事の時間と休み時間の区別がしっかりついていた. 

○体調が悪いとき,指導員に伝えることができたo 

~ ------_

// '-/保護者のコメント(実習後の進路言語-､､､/ ｢ぁいさつや返事,言葉遣いでいい評価をいただいて＼

･､うれしい｡本児なりに意識してできたと思うoこれが/

＼撃_誓_?_三がってほし↓二]_____ ･一一//

･ ･ ･ ･ ･教育相談(12月初旬)

[目標の到達度　A]

授業の場面では,意欲的な姿が見ら

れ,分かりやすく伝えようと努力し

ていた｡ 3学期を迎え,今後も他の

場面でも生かされるように,会話の

広がりに視点を置いた国語の授業に

取り組んでいき串い｡
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保護者のコメント

･授業のことが楽しいようで,家で

も｢調べて伝えよう｣の話をして

くれました｡

･何よりも学校以外のところで,少

しずつだが,自分を出してくれて

いるのはうれしい｡特に実習の評

価は,うれしいやら,びっくりす

るやらです｡



3　まとめ

個別の指導計画のシステムによる本児の取組から以下の点について知見が得られた｡

授業で取り組んだことは他の場面でも生かされています｡

自分の役割である児童生徒会活動や好きな授業である国語,生単の時間を通して取り組んだ

ことで,本児の意識は少しは高まった｡個別の指導計画から意思の伝達のニーズが挙がってき

て,授業で取り組んでいったことが,家庭生活や他の場面にいかに移行できていくかを,常に

考えるようにしてきた｡

授業で取り組んだことは,確実に家庭や実習先でも成果として現れている｡

保護者と話し合う中で深まっています｡

教師と保護者と｢柏手に伝える｣という同じ願いのもとに取組が行われた｡体調面のことも

あり,家庭でも自分の体の調子などうまく伝えてほしいと考えていたことから(学校でもそう

であった),伝えるということに関して協力して取り組むことができた｡授業での取組を橋題

という形で家庭でも取り組んだので　今まであまり学校のことは話さなかったのが,少しずつ

話してくれるようになった｡また,体の調子がよくないときは帰りに迎えに来てくれるよう頼

むことも出てきた｡これは,発表する場面で本人が少しずつ自信を持ってきていること,自分

で考えて伝える必要性を意識できてきつつあることもだが,家庭と一緒に取り組んでいこうと

いう姿勢で臨んだことが一番の要因であった｡

学部の教師との話は大事です｡

今回の取組で授業(国語)では,進路係と担任が担当したことで,情報の交換,共通の取組

ができた｡また授業に関して,他の教官からも国語以外での場面での様子や取組について情報

が得られ,連携を図ることができた｡

4今後の課題

この取組を通して,本児の意識はかなり変わってきて,自分のことを積極的に話すようになっ

てきた｡ただ,これが卒業後の生活でどの場面にもつながるような取組,働く生活,家庭生活,

余暇生活にうまくつながっていくよう,整理していかなければならない｡

本児は卒業後は,授産施設で働く生活を送る予定である｡体調面に気を付け,人とのかかわり

を大事にしながら生活していくことを望む｡学校で学んだことを卒業後の生活につなげていくた

めに,また高等部として大切にしている移行を踏まえた取組を継続,総括していくためには,描

導の継続性が大事になってくると考える｡

(文責:大山　　隆)



事例B

学校の内外でよさを生かし自信を育てることを目指した取組

1　対象児について

S･S児(高等部3年生　男子)

(I)障害の状態

知的障害,急性脳症(2歳)

(2)諸検査結果から

全訂版田研田中ビネ-知能検査, S-M社会生活能力検査(平成1 4年5月30日実施)

･　言語性の問題で抽象的な思考を要するものは苦手である｡

意思交換や自己統制に発達上の課題が見られる｡

(3) ｢卒業後の生活｣についての本人や保護者の希望

<働く生活>　自宅から福祉施設に適所し,農耕など得意な体を使う仕事に従事してほしい｡

<家庭生活>　家族と仲良く暮らしてほしい｡

<余暇生活>　何か一つ楽しみを見付けて打ち込んでほしい｡

2　指導の経過

実態把握(､l生皮1 3年4月～6月)

学　　校

(行動韻察,諸検査,これまでの取組状況等)

･自己イメージが低く,失敗を恐れる気持ちが

強い｡

･発達上の課題である言語理解や,状況把握の

困難さ等から,新しいことに対する見通しが持

ちづらく,不安が先に立ってしまう｡

･細かい作業は苦手で持続力に乏しいが,力仕

事など体全体を使った作業は得意であり苦にせ

ず取り組む｡

教師の願い

(学部ミーティング)

○　自信を持っていろいろなことに積極的

に取り組めるようになってほしい｡

○　いろいろな相手と積極的にかかわるこ

とができるようになってほしい｡

O ｢仕事｣に対する意欲を持ってほしい｡
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家　　庭

(家庭訪問,生活スケジュール.生活地図,坐育歴等)
I

･青年期の自我の芽生えもあり,両親に反抗的だ

ったり,気に入らないことがあると家族に当た

ったりする｡

･家庭の中で決まった役割を持っていない｡

･余暇時間をうまく使えず時間を持て余すことが

多い｡

･お店や病院など一人で出掛けることがほとんど

ない｡

保護者の願い

○　豪放と仲良く過ごしてほしい｡

○　何か一つ好きなことを見付けてほしい｡

○　集中して一つの物事に取り組むように

なってほしい｡



教育的ニーズを語る会(平成1 3年7月)

学校;家庭 

いろいろなことに積極的になってほしい〇㌧内弁慶で_人で行動したり,知らない人と接した I 

薫蒸畿紫好き〇線 
I f初めての行事は不安が大きく登校を渋る○ 

言語や場面の理解に課題があることも大きいo 分かりやすく伝える工夫をしたいo画壇とでも実は分かつてい-る○ 

重点指導目標の設定(平成1 3年9月)

得意なことであるスポーツの取組を通して自信を育てることで,いろいろな場面で 

積極的に行動できるようにする○ 

【設定理由】 

本児は活動欲求やコミュニケーション意欲は持っているものの,いろいろな場面において, 

自分で判断して行動したり,他者に進んで働き掛けたりすることが少ない○そのため,活動や 

対人関係が限定されており,本来持っている力を十分発揮できないでいる. 

これらは,本児が言語や場面の理解に課題があることや,経験不足に加え,自己イメージが 

低く,何事にも自信が持てずに失敗を恐れる気持ちが強いことによるものが大きいと考えるo 

このようなことから,本児が得意なスポーツに取り組むことで,成功経験を積み重ね,自信 

を育てるようにしたい〇本児にとってスポーツは自信を持って行える少ない活動の一つであるo 

体育の時間は生き生きと活動する姿が見られ,休み時間に教師や友達に誘われてサッカーをす 

るのを何より楽しみにしているoまた,スポーツは勝敗や記録が明確であるため,自分の力を 

確認し,自己評価につなげることができる｡このようなことから,この取組を通して,本児の 

自己イメージを高め,他の場面においても｢できること｣を増やすとともに,積極的に行動し 

たり,かかわりを広げたりしていけるものと考える. 

第I期(平成13年9月～平成14年3月)の取組状況ー 

興味.関心が高く,意欲的に取｡組んだo＼.(力仕事など得意なことぬii I 

進んで行う姿も-o_/ ー 

∴ゆうあいスポーツ大会(障害者スポーツ大会)県大会に出場決定!T 
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Jf'当部ミ-ナイン'/ (i-･成l ･川　5月)

K J法的手法を用いて学部教官による本児のニーズの集約を行った｡

重占精通1日‡当~つい丁は性自生の用1細々用字緋く　'

教育的ニーズを語る会(､l'--['阜1 4年5月)

学校 �i.ｲ�

スポーツ大会の話題を自分から教師にすることも○ 大きな自信になったようだ. 友達とのかかわりが増えている○得意なことでは 積極的に行動することも-a �9i?ｪ(ﾗ8*�,�*(�ｺ8,h*(*H/�+h.�,�*(*�,i�9Gｨ+R�,H*(+ﾘ*�.H*H*�*(5�7ﾈ�ｸ69�X檠&霎iuﾉ��,偬��ｨ,R�*ｸ,H-�,�,h+X+ﾒ��6�ｨ/���.�+�,h*ｨ晴,�*ﾘ,�,�+ﾘ�ｹW8��,ﾘﾋ�,�,H*ｲ�,H*(.薬�

目標を継続してい くことを共通理解する｡

節II期(高等部3年l半期)の指導経過

友達や教師とともに練習に取り組み,ゆうあいスポー �69�X橙���･��(5�7ﾈ�ｲ�ツ大会)輿 

大会に出場することができるo �� 

指導場面

[指導場面l]　授業｢チャレンジ体育　ランナーコース｣

高等部では,週3単位時間の体育の授業を,体を動かすことの楽しさを知り,余暇活動に

つながる運動を取り入れた｢レクリエーション体育｣と基礎的･基本的な体力の向上と目標

を意識して取り組むことを目指した｢チャレンジ体育｣で編成している｡

[指導場面2]　課外活動｢トレーニングクラブ｣

トレーニングクラブは,継続的に運動することを通して健康な体づくりや,友達とともに

運動することの楽しさを体得することを目的とした課外活動である｡基本的に自主下校が可

能であり,障害者スポーツ大会陸上の部への出場を前提とした生徒を対象としている｡本年

度は1年生から3年生までの6名が所属している｡

指導内容

トレーニングクラブの曜日表を提示することで,見通しを持ち,進んで参加できるよう

-175-



にする｡

トレーニングクラブの出席表を付けるようにすることで,自分の頑張りを確認できるよ

うにする｡

トレーニングクラブで役割を持つことにより,仲間意識や役割意識が持てるようにする｡

チャレンジ体育で毎回タイムを計り,前回に比べてどうだったかを伝えることで　自分

の記録を意識したり,練習への意欲を高めたりすることができるようにする｡

頑張っていることを学部朝会やホームルームで紹介したり,家庭で話題にしてもらった

りすることで,他者に認められる経験ができるようにする｡

指　導　の　経　過　　　　:　　　　本　児　の　変　容

○チャレンジ体育(ランナーコース)

○トレーニングクラブ

:曜日表は本児の目に付きやすい教室:
〃置

;の掲示板に張るようにした｡　　;

〟                                                    I

:出席カードはコーチ(教師)からシ;
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

〟                                                         〟

:-ルをもらって自分で張るようにした｡:

･トレーニングクラブで友達からキャプ

テンに選出される｡

○ゆうあいスポーツ大会県大会出場

〇校内実習

○前期産業現場等における実習

(適所授産施設A園)

･今日が何曜日か分からず,トレーニングラブがあ

るかどうかはっきり分かっていない｡友達に言われ

て体操服に着替えることが多い｡

･出席カードは自分でコーチ(教師)の所に持って

いきシールをもらうことが習慣化される｡

･キャプテンに選ばれたことは喜ぶが,自分の役割

を意識するまでにはいたっていない｡

･前回よりタイムが良かったことを伝えると笑顔を

見せる｡しかし,日によって手を抜くこともありよ

り良いタイムを出そうという意識は見られない｡

･県大会は当日朝｢行かない｣と言うが,家族に説

得されて出場し, 3種目でメダルを獲得する｡スタ

ートが遅れても必死で追い上げようとする姿が見ら

れた｡全校朝会でのメダル授与式では全校生徒の前

で｢頑張りました｡｣と報告できる｡

実習課題(学部ミーティング) 剪�･産業現場等における実習初日の朝,通勤を渋り担 

･作業内容や一日の生活に見通しを 剪�任が家庭訪問する.実習が始まると指導員や友達と 

持ち,できるだけ自分から行動でき 剪�のかかわりが楽しく,進んで通勤できた○実習後の 

るようにする○ 剪�進路学習では｢卒業したらA園に行きたい｣と言うe 

実習個人票(実習先へ) 剪�実習日誌.評価表(実習先より) 

･作業学習で農耕をしており,体を 剪�実習中は自分から動くことば少なく指導員の方 

動かすことが好きであるe 剪�の後を付いて回ることが多かつたが,指示された 

･作業内容等できるだけ具体的に伝 剪�ことには一生懸命取り組んだe農耕作業では生き 

えてほしいo 剪�生きとしていたe友達に優しい面が見られたo 
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(目標の到達度　A)

途中,実習が入ったことにより継続した取組は難

しかった｡しかし友達と一緒に好きなスポーツに取

り組むことは楽しみになっていた｡県大会に出場し

メダルをもらったことは大きな自信になり,人前で

話すことへの抵抗は減ってきている｡また,学級の

内外で友達と大声でやりとりする姿が見られるよう

になり,少しずつかかわりも広がってきている｡

2学期は全国大会の出場が決まっており,本児に

とっては具体的な目標が持ちやすいといえる｡さら

第Ⅲ期(高等部3年2半期)の指導経過

保護者のコメント ��

･県大会に出てメダルをもらった 

ことはとても自信になった.弟も 

｢お兄ちゃん,すごい!｣と喜ん 

でいた○全国大会に出場すること 

になり,父も張り切っているo 

･家族に不機嫌に当たることは今 

もあるが,ずい分抑えられるよう 

になった○後で｢僕が悪かつたo｣ 

と言ってくるなど変化が. 

･困ったときに自分から言えると 

いいんだけど..-. 

?I L ヽこ′ 

よりよい記録を出すことを意識して,友達や教師とランニングの練習に取り組むことが 

できるo 

指導場面

[指導場面1]　授業｢チャレンジ体育｣

[指導場面2]　課外活動｢トレーニングクラブ｣

指導内容

トレーニングクラブの曜日表を提示し,登校後教師とともに確認することで,見通しを

持ち,進んで参加できるようにする｡

定期的にタイムを計り.グラフにすることで,自分の頑張りを確認し,よりよい記録を

出そうという目的意識を持つことができるようにする｡

グラフや曜日表の見方については,数学等他教科との連携を図っていく｡

トレーニングクラブでキャプテンとしての仕事(号令や準備体操)を繰り返し行うよう

にし,自覚が持てるようにする｡

トレーニングクラブで余暇活動を計画し,仲間意識を深めるとともに,週末の余暇活動

の充実につなげることができるようにする｡
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･　頑張っていることを学部朝会やホームルームで紹介したり,家庭で話題にしてもらった

りすることで,他者に認められる経験ができるようにする｡

指導の経過 冏ｸ髦,ﾉ¥�R�

9 ��ｸ6�888ﾈ985y�ﾈ屍�8�986��ｸ5(�ｸ5ｒ��ｸ6x8ﾈ�ｸ6ｨ984�4�8�7R��ﾈ�b�ｨﾅxｨ�:�,Yh�?ｨ,ﾉ?ｩWH/�ﾙYL(,傚�*ﾘ.c｢��ﾈ�ﾂ�･毎日日付を確認するようにしたことで曜日の理解 
●〃 :うにして日付の意識付けを図った○ま: �*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�,�,�+ﾒ�4�8�7X,ﾈ*�.�?ｨ,ﾘ齷Zｨ*�.r�

局 10 局 ll 局 ��ﾈ�b�ｨ+ﾒﾉ6�ｨﾎ9?ｩWH.(4�8�7X,ﾉtﾉk8/�ｻ8蹐｢��ﾈ�b�着替えたり,教師に促されてコーチ(教師)に聞き 
●● :と確認するようにした.: 〃〃 :タイムのグラフの見方が難しかつた: 〃● �,俎8,�+ﾘ.�+X+ﾒ��Xｻ8�,�*8,�,H*�.�4�8�7H/�巍7�.�ﾊ�,俎8*ﾙvﾈ��*｢�

○● :ので,グラフを3段階に色分けし,金: 侈�.x.ｨ+ﾒ駑ｩUx5�488�,ﾙyﾘ��,X*ｸ,�*�,�+ﾘ*｢ﾈ4�8��

I● :色のゾ-ンが目標タイムであること: ○○ 〃● ;を意識付けた○: ･学校の近所の歯医者に-人で行く練習を �7H,ﾈｾ��h,ﾈ5ﾘ�ｸ98*ｩmｩUx,X*�.�+�,h,ﾘ�8�,X*ｸ+ﾒ��X餽�8�(,ﾈﾋｨｭi��,Y+x*(ｭH*H.ｸ*H.ｸ+X,H*(+ﾘ+�,h.��

する. ●● :歯医者には最初は教師も同行し,少: ●一 I :しずつ支援を減らしていった○受付; �*�,(+ﾘ*｢ﾉ�H��,ﾉ�ｸ�ﾎ8自�ﾈ,Xﾗ8*�.�.h*H,�,�,�+ﾘ�｢�Y�8ﾙ��X檍,ﾉ�偃�&8,ﾈ齪皦6x8ﾈ�ｸ6ｨ984�,伜�����ﾂ�

●〃 :での対応が難しいので予め病院と打ち: ●〃 俔ｨ,ﾉ�i6ｸ.(郢�ﾘ,ﾉ�ﾈ+ﾘ+�,ﾉ(h,�?ﾈ.なｧxﾕｨ.h.雨ｨ爾�

●I :合せをし,来院したらすぐお金と診察: ●〃 一〇 :寡,通院できる日時を書き込んだカレ; ○○ ;ンダ-を受付に渡すようにした○; lI ::○後期産業現場等における実習 iI ii(入所授産施設B園) �6�,�ｸ�,冦���,h竧.��x-韈�*ｨﾊ�.x.ｨ.停�X�����,ﾚ)ti$(*ｨ,X*ｸ.�*�,�*��8,i�9Gｨ+X,H*"�

II ::実溜課題(学部ミ-テイング) lI �+ﾘ*｢ﾈ�,ﾈ��,ﾈ7H4�98.�,X*ｸ,I�ﾈｴ8�(,�,�.帝?ﾈ��

lI :!.入所生活の中で-日の生活に見通 II �,隗�+X*ﾒﾆﾈ�mｨ,ﾈ�ih,ﾈｴ��ﾎ8.�ﾉ�*ｨ.�+�,h,ﾘ,��

lI ::しを持って自分から行動することを Ii ii増やすo II :i.連絡や報告をしっかりするo Ii iiii, II ::実智個人票(実習先へ)i �*�,(+ﾖ����ﾂ�ﾂ�ｸ���?ｨ頸餠ﾘ廂Uﾂ碓ﾉ'��h.h.ｒ�

I, ii.作業内容や日程等できるだけ具体I 白�?ﾈ��hｨ�,X,ﾙti$(,hﾗ9:�+Y<�,冢)��,h,�.��ｩl｢�

I,i :!的に伝えてほしい○: Il �,ﾘ,�*�,(+ﾘ�ｸ齷Zｨ*�.x覃馼,偃h.��x/�+�.ぬ(嶬�

Il :!.慣れた相手や場面であれば自分か: IIl �/�+x.ｨ,�*(*(,X+x*日8,i:ﾈ*(+ﾘ.�+x.�+�,h,ﾘ,��

iiら伝えようとすることもあるoi �*�,(+ﾘ*｢ﾈﾞﾈｼi(h,�%99h,ﾈ轌;�醜,ﾈ�,�.(,�,H*ｲ�
〃lI :;.学校では,まずは簡単なことを繰i ill ::り返し行い自信を付けるようにして: lII 〟ll ::いるoi iIO全国障害者スポ-ツ大会(高知'I �,J)W9|yV�,X+r�8,i6�*h.�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾘ�｢�Y�ﾈｧyYH,ﾈｻ8踪,俾兒ｨ*�.z)k�?ｨﾘ)&ﾘ,俎8*ｸ-ﾈ+v��
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〈目標の到達度　A)

全国大会の出場は大きな目標として意識できていた｡

練習にも以前より熱心に取り組むようになり,自己ベス

トを更新した｡また,全国大会に出場したことで,多く

の人との出会いや新しい経験を重ね,たくましさが見ら

れるようになった｡授業や実習先でこれまで苦手だった

ことでも自分から行動する場面が増えてきている｡

一方,全国大会後は遅刻が増えるなど気持ちが入らな

い面も見られた｡卒業を控え,進路指導と謙ねながら,

社会人としての自覚を高めるようにしていきたい｡

3　まとめ

保護者のコメント ･全国大会は学校からたった一人 の参加で,全国のレベルとの差も あり,戸惑いや不安などいろいろ �� 

あったようだ○しかし,本人なり 

によく頑張つたと思う○ 

･いろいろな面で積極性が見られ 

るようになり,入学当初からする 

ど,大きく変わつたと感じるo 

ち 瀞�+X�ﾂ�ﾒ��#ﾓr�

個別の指導計画のシステムによる本児への取組から以下の3点について成果が得られた｡

個別の指導計画は｢生徒のよさやできることを生かす｣

高等部では以前から生徒の｢よさやできること｣を生かす取組を行ってきた｡本取組では,出席

表やグラフ,学部朝会等での報告会など通して,自己評価の機会を重視し,自己イメージを高める

ようにしてきた｡これから社会に巣立っていく本児にとって,自分の｢よさやできること｣知るこ

とは,今後自分なりに課題を解決していこうとする意欲につながると考えたからである｡

高等部になると生徒の興味･関心や個性が一層多様化してくる｡また,卒業後はそれぞれ自分に

合った進路に進み,異なったスタイルの生活を送ることになる｡個別の指導計画は,一人一人の生

徒のよさやできることを兄い出し,指導内容や指導方法に生かすとともに,多種多様な｢卒業後の

生活｣に応えるために大きな役割を果たすものである｡

個別の指導計画は｢家庭と学校を一つにする｣

教育的ニーズを導くために,まず家庭と学校がお互いの考えを出し合い,すり合わせる作業を行

った｡その過程において保護者の｢何か一つ好きなことを見付けてほしい｣という願いと教師の｢自

信を持ち,積極的に行動できるようになってほしい｣という願いの目指す方向が一致したことで,

この取組が行われることになった｡もともと保護者自身が本児の得意なこと,苦手なことをよく理
I

解しており,運動の能力を生かしたいと考えていたことから学校と家庭が同じ目標に向かって協カ
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することができた｡スポーツ大会を目標においたこの取組では,学校の中だけでなく学校外での自

主的な活動も多かった｡家族全員で本姫をサポートしていこうとしたことは,本児の精神的な成長

にとって大きな要因になったと考える｡

i航i｣の指導計画は｢撤回千一一ムを生かす

高等部は教科担任制であり,学級の枠を越えた指導が行われている｡教師がそれぞれの専門性を

生かし,チームとして働くことでより効果的な指導が期待できる｡本取組では学部ミーティングに

おいて全教師が重点指導目標を共通理解し,主な指導場面として｢チャレンジ体育｣と｢トレーニ

ングクラブ｣を設定した｡担任は必要に応じて他教科の担当と情報交換を行い,連携をとることで

指導内容の工夫や改善を行っていった｡例を一つ挙げると,チャレンジ体育で体育担当の教師がタ

イムを計り,担任が数学担当の教師から情報を得て,グラフを作成し本児への意識付けを行うとい

った取組が行われた｡

4　今後の課題

本児は卒業後,適所の授産施設で働く生活を送る予定である｡これまでと全く異なる環境の中で,

今後は自分自身で自分の｢よさやできること｣を発揮していくことが望まれる｡家庭や学校の中だ

けでなぐ　職場(進路先)や地域においても,自分の力を発揮していくことができるように,まず

は学校や家庭が友達との余暇活動を計画したり,学校で学んだことが生かせる場面を設定したりす

るなどの実際を想定した取組が重要になってくると考える｡さらに卒業を間近に控えていることか

ら,移行支援のシステムにつなげるために,これまでの取組を総括し,何を引き継いでいくかを整

理していく必要があると考える｡

(文責:藤上　実紀)

一一-"-発音喜器回闘十三二. SSSSSSn嘉一"-- 

｢糠誌享言善因謹時肇｢｢雷凝議轟､雪蟄∴繚二, 
1 

mごござこ 剳ﾟ.}-調認訴素 

ヽi 亦�ﾗ���ti∴一ヽ- 剪ﾆe7B����2�龍瞭請 宣伸 凵� ��
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事例C

｢個別の指導計画｣の成果や課題を,卒業生憫表で進路先へ伝え, ｢アフターフォロー｣で

支える縦への移行に関する取組

～　福祉施設で鋤くÅさんの事例を通して　～

はじめに

本校では,進路先へ｢縦への移行｣がうまくいくように2つのことに取り組んでいる｡

○　本人の様子を伝えるために卒業前に作成する｢卒業生個表※｣

○　卒業後の本人を支える｢アフターフォロー｣

本事例では,この2つを取組を通して, ｢個別の指導計画｣の成果は, 『卒業後の生活にどの

ように伝えられ,生かされているか』を検証することにした｡

( ※卒業生個表については, POにも別途記載｡ )

1　対象の卒業生について

(1)概要(在学時の様子)

男性｡ダウン症｡申度の知的障害｡だいたいの身辺自立は確立｡幼少児はやや病弱だったが,

現在は定期検診を受けているものの,おおむね元気である｡自宅は,学校から4キロほどある団

地にあり,一人でバス通学していた｡

学習全般については,真面目に取り組み,性格も明るく,友人とのかかわりは多かっだ｡自宅

では一人でテレビ･工作などを楽しむことが多いが,週1回スイミングスクールに通っていた｡

(2)保護者の願い(教育的ニーズを語る会から)

卒業後の進路は,自宅から福祉施設に適所することを希望していた｡母親は,本人が随康で楽

しく過ごせることを最優先としながらも,社会人としてもう一回り大きく成長することを望んで

おり,具体的には,人と接する際の態度や作業面全般の力の向上,家庭内で一人でできる家事の

習慣化などを期待していた｡

2　在学中の取組
｢個別の指導計画｣で重点的に取り組んだことを,卒業後の生活とのつながりから｢勧く生活｣

｢家庭生活｣ ｢余暇生活｣の,三つの生活から見ていくことにした｡なお, (1)での本事例の個別

の指導計画の取組は,昨年度までのシステム･書式に基づいており,他の事例と一部異なる｡

(1)勘く生活について

願う姿 

指示や説明を素直に受け入れなが 

ら,自分の持てるカを発揮して行動 

できるようになってほしい○ 

具体的に取り組んだこと 

学 唸ﾞﾈｼh鳧,ﾙ.闇�,ﾈﾋ駢Hｧﾈ*�/���/�,X+x.��ｲ�･作業の準衛を進んでする○ 

校 唳*�,ﾘ鳧ｭH,ﾉ'�.ｨ,�*(.h*I6�ｨ+x.��ｲ�

･製､品や材料を10個程度は正しく数える○ 

秦 磨 ��
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(2)家庭生活について

願う姿 

一人でできる家事を身に付け,進ん 

でできるようになってほしいo 

(3)余暇生活について

願う姿 

一人で楽しめる余暇活動を身に付 

けたり,外出して買物を楽しめるよ 

うになつたりしてほしい○ 

具体的に取り組んだこと 

学 唳�I�9Z�/��H-���

校 唳�磯h,ﾈﾝｸ,ﾈ7ﾘ6��ｸ/��x,儻H*�.��

(姿勢を崩さない.器に手を添えること) 

秦 唸8�8(/�諄,�,IH9Z��･食事の準備(皿,箸並べ,お茶入れなど) 

磨 唳�I�9Z�/��H-踉�

･食事のマナー(姿勢.器に手を添える) 

具体的に取り組んたこと 

学 唸6�5�,X6h7��ｸ6x.(ﾏhｺH郢�ﾘ,偬�ﾈ*�.薬�･自宅に電話を掛けるo 

校 唳H8*(+ﾘ*(.�,ﾈ/�ﾇh柯/�zx,H,IH9Z�+x.薬�

･紙幣の区別をするo 

秦 唸6�5�,X自�ﾈ,X藝J��,俎8,�+ﾘ.に,ｨ��+X+ﾒ�

磨 �.�+x.薬�

･近所に一人でおっかいに行くo 

(4)重点目標に関する主な経過や変容
｢'~'~ノ~'~′~′~′~'~ノ~′~'~′~'~'~'~/~'~′~'~ノ~′~'~ノ~'~/~'~'~'~ノ~'~'~/~ノ~'､　日ごろから大人として扱われると活動意欲が高かった本人のよさを生かして,学校では下級生

巨リードしながら作業学習の準備等を班長の本人に任せたり,家庭は,母親の代わりに毎日の食
i事前にお茶を入れる役割を担うことなどに取り組み,力を高めていった｡
ヽ

さ　また,バスの利用についても,生活への必要性を家庭と学校が共通に認識し,在学6年間でス

テツプアップしながら取り組んだので,母親とバス通学の練習から始めた本人が,卒業時には理

i髪店やかかりつけの耳鼻科,繁華街での買物まで一人で行けるようになり,行動範囲,活動内容

iもずいぶん広がっていった｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
ヽ                                                                                                                           ヽ

!食事面でのマナー等は,有効な手立てを講じることができず,改善されなかった面もあった｡ ､i
○-ノ-'-I-ノ-'-ノ-ノ-′〇一′-,-ノ-/-/-,-′-,-′-/-/-,-′-/-′-′-/-′-′-′-/-/-,-/-,-,▲

3　卒業時に当たり

卒業が近付き,本人が進路先で,在学中の成果を発揮したり,より適切な支援を継続して受けら

れるよう｢卒業生個表｣を作成する時期になった｡そこで, ｢教育相談｣の中で保護者･担任･進

路担当者で,卒業後の支援について話し合い,以下のような点を確認した｡

(1)福祉施設へ就労に向けて

①　健康･生活面での配慮は必要な生徒だから,きめ細かな状態像や支援の仕方の情報を呈壁か

らしっかり伝える｡また,それを確認するために,呈壁は進路先を訪問しての

-を行う｡
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②　進路先では在学時と同じ作業種目の農耕班をすることになる｡ある程度生かせる面もあると

思われるので,掌堕から身に付けた態度･技能等はしっかり伝えたい｡

③　保護者は,将来的には,更にレベルアップして授産施設等で活躍することも期待している｡

実際に移行できそうな時期がきたら,保護者は学校に相談することを希望している｡また進路

先となる福祉施設にもそういった方向性のある支援を呈墜からもお願いする｡

(2)社会人として過ごす家庭･余暇生活に向けて

①　家庭では自分の役割を果たし,社会人(大人)としての意識をしっかり持てるよう,全車些

準備や洗濯物畳みなどの取組は保護者が言葉掛けして習慣化していきたい｡

②　単調な毎日になりがちなので,休日は,外出などで気持ちをリフレッシュできるよう壁置童

が促していく｡また,一人でバスで出掛けることができるようになりつつあるので,さらに発

展させることができれば,余暇が豊かになるのではないか｡

③　一人で楽しむことが難しいようであれば,学校の担当者が青年学級への参加なども呼び掛

けていくようにする｡

以上の点を踏まえて,下記の流れで,本事例の卒業生個表を作成し,進路先に伝えた｡

卒業後の支援の在り方について保護者･担任･進路担当者で話し合う｡ (教育相談時)

J

担任が原案を作成

し

高等部会で原案を審議｡個別の指導計画の成果が盛り込まれているか,支援の仕方,

今後の方向性は適切であるが等を検討　　　　　一一一一一>　担任が修正

し

保護者に送付し,内容の確認と加除修正　　　一一一一一>担任が再修正

_--_　　　　　　　　J

J

進路係がB福祉施設に持参,施設長と作業班主任Cさんに説明｡質疑応答

し

十分には確認できなかったことを,進路係が担任に確認して再度施設側へ伝える｡

J

主任Cさんから,本人とかかわる担当職員に説明｡

J

…　本人への支援開始i
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4　卒業後の生活から

(1) ｢働く生活｣について

Aさんの様子 �4�7H5��ｸ7H4�8ﾘ�ｲ�

｢｣内はB施設の職員の言葉 �*9>�,ﾘｧxﾕｨ*�.x,ﾈ�饑�/�ｹ��

4月 5月 6月 7月 8月 9月 lo盾 lュ月 12月 �)ｨ-ﾅE2ﾈ巉/�+X+ﾘ.x*(*(,ﾈ*�.h*ﾙZｨ*�.r�,�*(.h*H,X+x,ｶ�-ﾘ/�,�,i��竧.�/�+R�○本人のフォローのために訪問 

ていても,ちょっと元気がありません �(自�ﾈ,X+x.�.h.に�X醜,h7�4�,ﾈﾆ�,X竧.��x-��

ねoそれと,学校ではどんな用具も便 �,h.(.亢8*ｨ鰄,H+ﾘ.h*H,X+x.f�+ｸ.ｨ,bﾈﾄﾈ/��

つていましたか｣ (農耕班担当職員Dさん) ｢担当のDさんと一緒に作業をするよ. ��H諄,�,H*H,ｸ/�+ﾘ,H.�+�,h.�.h*ﾘ,X*ｸ-ﾈ+x.f�2��ﾈ�ﾂ��ﾈ�ﾂ�vd�ﾘｧy�h,ﾈﾋｸ�ｨ����h,h+X,Idｹn&�ﾈ���

うにしたら,ずいぶんやる気が違つ〆 てきましたo｣(主任Cさん)I ● ¢ ｢ハサミや鍬など農具を使う作業は集中 して取り組むことができますね〇十 (Dさん) ｢毎日の作業に疲れてきたのか,午後は ��ﾂ�{�/���,ｸ.薬��ﾂ��ｹgｹ�ﾈ,ﾈﾈ�,Ydｹn&Yvﾈ��/���,ｸ.��ｲ��ｸﾋｸ�ｨ����h,h+X,Idｹn"��

あまりしないことが多くなってきまし �(ｧxﾕｨ,ﾈﾞﾈｼhｧx�,ﾒﾉKﾉ?ｩ/i7�,X+x*�.rﾈ-ﾈ+��

た○それから,一人になるとやっぱり 亅X.ｨ,�*(,ﾈ,X+X.X*F�8髦ｯｨ,儉�,�+ﾘ�ｫ8,R�

仕事は進みませんね○｣ 蔦�.葦ｨﾉ��h.��8*�,H*(-ﾈ+x,ﾈ,Rﾈ+X,�.x*ﾙvﾈ���

(主任Cさん) ｢登園時に嘔吐気味の行動をすることが �/�ﾊ�,H*ﾘﾛx+8*(�ｨ自�ﾈ,X.�覃馼/�+X,�*�.�+r�.�+�,h,ﾒﾈ+�.ｨ*�.x,ﾉ�X*ｸ,�ｹ��,X+x,ｶ�2��ｸﾋｸ�ｨ����h,h+X,Idｹn&�ﾘｧx鳧,ﾉvﾈ��.)���

多いようですo職員の気を引こうとい 傀�,�,(*(,Hｸﾉ%9D8,俐HｦﾙDh+Rﾉ6�*h.��

う感じもしますが,学校ではどうでし �(ﾝﾘｧx鳧,�.�+ｸ/�,�+�,h,ﾘ*�.�-ﾈ+X+ﾚ���ﾝｲ�

たかo｣(主任Cさん) ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ i ｢(嘔吐は)やっぱり時々はありますね｡ 言葉を掛けると元気が出るようです 凩�,勞�6h+x.�+�,h,ﾘ-�,h/�,x,�*�,�+ﾘ.h*H,R��+z�ｴ9Zｩ4�,謁ﾙu(*ｩ�ﾘ*(,ﾈ,Rﾉgｹ�ﾈ*ｨﾋ8ｴ2����*ｨ�.�.h*H,依駢H/�耳ﾋ隗ﾈ*�,H-ﾘ,H*ﾕF�8+2�*(�ｺ2��ｹｧ�6h,ﾈﾈ�,Y^ｩ�X,i6I�(,Y�ｩ&ｸ+X+ﾘﾈｸ惠/��

し,精神的なものなのですかねo｣.､ �6�*h.薬�
ヽ (主任Cさん) ● 1● ｢-時期ほど嘔吐症状はなくなりま∠了 した○｣_(主任Cさん) ���)�xﾇﾘ鋹{ﾈ,X,ﾈ鋹�ﾈ*(.)T�乖,�.h.��x*ｨ*�.r�{�-�+�,h.�耳宿*�,h輊*(-ﾈ+v�2�
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(2)(3)家庭･余暇生活について

【Aさんの様子(保護者の話から)】

『ラーメン,食べたよ｡』

この前,天文館(鹿児島市の繁華街)に一人で出掛

けたとき,初めて一人でラーメン屋さん入って食べて

帰ってきたんですよ｡電話で｢お母さん,今ね,ラー

メン食べたよ｡｣と聞いたときはびっくりしました｡

卒業して,夏くらいから,一人でバスに乗って出掛け

ることが何回かあるんですよ｡

【その背景(個別の指導計画から)】

露討-ki-;-a-お古-i･-,- "差違-a-=一武

:に計画を立てて,出掛ける取組は年:
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

〟                                                              ○

;間を通して行っている｡ Åさんも天;
I                                                              〟

;文館での食事･買物は数多く経験し;
○                                                              〟

;ており,その一つとしてラーメンの;
○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○

●                                                              i

駁食にも挑戦していた｡　　　ノ
●

〟 『もしもし,今から帰ります○』 亦�����ｸ+ﾒ�

一人で出掛けた時,｢本屋さんにいったよ○｣｢今か 

らバスに乗ります○｣とよく電話を掛けてきます○私も 

｢ああ,そう｡気をつけてねo｣と返事をします○本人 ��た 

の元気な声を聞くことができ,親も安心ですo 剴ﾟ 

▲ 『お茶をします○』 ��i ○ ○ :高 〟 

毎日,食事の前はこの子がみんなのお茶をいれてく 

れますo母親がしていたことを自分ができるからうれし 

いんでしょうね○ふとんの上げ下げもほとんどしてくれ ��ま 人 

ます○ 

需品詫言議稿議"ど,''売品ul
〟

際に自宅に電話をする活動をたび;
葛

i

び行った経験によって自信と習慣:

付いたようである
｡.ノ

露Ijに-i-:- : -?詣憲-i-is:手-+.-ji高
●

まるAさんのよさを生かし,それこ
●

i

でお母さんがされていた役割を｢本:
i

の仕事｣として取り組んだ｡　!
｡｡｡｡｡,｡｡_｡｡__｡｡｡｡,-,-｡｡,〟__｡,｡｡｡,ノ

A 『おみやげ』 ��I I i数 車 

最近,一人で出掛けたとき,饅頭やサンドイッチな 

ど,自分の小遣いでおみやげを買ってくるようになりま 

した｡買い物をしたり,家族が喜ん治りするのかうれし 

いようですね｡ ��つ 

5　Aさんに関する移行支援の検証

(1) ｢個別の指導計画｣の成果は生かされているか,

買物については,総合的な学習
ヽ

学などの時間に,中学部から高等

をとおして,多くの活動機会を持

た｡

やっぱり,保護者と一緒に取り組んだことは,実を結びます｡

__一一_｡,,,,,｡｡一一_"_｡ノ

家事について｢あれもこれも｣ではなく,本人のよさを発揮できる長続きしそうなことを

保護者との話し合いを基に絞り込んだこと,そして,学校の授業(コース別学習)でも合わ

せて取り組み,意識付けを図ったことが,卒業後の継続につながっている｡

バス利用については,家庭では通院や散髪など生活に必要な場所について練習し,一方,

学校では公共施設や娯楽施設,食事する場所について金銭の扱いも含めて出掛ける実践を行

った｡それらが,見事に実を結び,バスを使っての外出は,本人にとっても週末の大きな楽

しみになっている♀
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もし保護者と学校が話し合うこともなく,実践の積み重ねもなかったらAさんは卒業後どんな

生活を送っていただろうか｡ ｢お母さんは,あれもこれも手伝ってって言うけど,テレビを見た

いからしたくないもん｡｣ ｢工作も飽きたし,休みの目って,つまんないな｡何かしたいな｡｣と

いうようなつぶやきが聞こえたことTSろう｡

個別の指導計画のシステムの中で,まず本人や保護者の声を聞き,それに基づいたAさんの生

活に焦点化した取組であったから,このような成果があったと確信する｡

｢個別の指導計画｣は,引き継ぐシステムあってこその取組です｡

Aさんの場合,在学中2年間農耕班,進路先でも園芸班Ti=ったこともあり,学校から個別の

指導計画による成果を伝えやすく,また進路先も積極的に協力してくださったことが,今日の

本人へのよりよい支援の一助となっている｡

もちろん, Aさんの姿をとおして,こちらの指導の在り方を問い直す機会でもある｡今後も

進路先と学校が,双方向からよりよい支援を考えていくことができたらと思う｡

改めて言うことでもないが, ｢個別の指導計画｣は,実践するだけでなく,卒業後に引き継

いでこそ,また卒業後の姿から改善を図っていってこそ,有意義な取組になると考える｡

(2) ｢卒業生個表｣でうまく伝わっているか

｢卒業生個表｣は,進路先に浸透しつつあります｡

今回の事例でも,学校からの情報が,進路先での生活に役立っている｡

個表を進路先に送り始めて, 6年になる｡当初は参考緯度に御覧いた窯くくらいたったが,

最近は細かく目を通していただくようになり, ｢待っていましたよ｡やっぱりこういうのがあ

ると助かります｡｣とか, ｢こういうことも載せたらいいんじゃない｡｣といった御質問･御意

見を,多くの進路先からいた窯くようになった｡また,進路先と連携していくには,毎年の積

み上げで信頼を得ていくことが大切であると感じる｡

本人の情報はきめ細かく伝えたいです｡でも多ければいいというわけでも-

今回のケースでもあったことだが,一人分A4版4ページの卒業生個表を準備しても,必要

な情報が抜けてしまい,説明にうかがった時に進路先とのやり取りから気付かされることがし

ばしばある｡

もちろん,遺漏がないように作成することは大事たが,そのために資料が膨大になったり,

不必要な情報までが流れてしまったりすることは避けたい｡

｢個別の指導計画｣のファイルをそのまま進路先に送ることができたらと思いもするが,現

在は,試行錯誤しながら取り組んでいる段階で,年々書式も変わっている｡本校では個別の指

導計画の書式をそのまま進路先を移行できるようにしていくのは,もう少し先になると考える｡

移行を支えるのは書面ではなく,周りの人たちですよね｡

Aさんのおう吐症状とその対処については,卒業生個表に記載されていたが, B福祉施設を

利用し始めて,半年くらいはそのような様子はなかった｡今回,症状が見られた時に,当初,

旧担任と相談しながら,在学時と同じように鼻炎から疫がからんでしまったり,生活リズム(夜
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更かし)からくる疲れに因るものでは考えた｡しかし,再度,母親やB学園の職員と相談する

中で,学園への送迎車両での車酔いも一因ではと考え,そこに以前より配慮していただくこと

で,本人の立ち直りにつながった｡

やはり,ベースとなる情報は共有しながらも,柔軟に対応できる支援体制を整えておくこと

が必要であると考える｡

6　今後の移行支援を考える

ここ数年,本校生の卒業後の進路は福祉就労がほとんどである｡幸い,在学中全員が5回の外部

での現場実習(基本的には毎回違う実習先にしている)を経験し,本人や家族が十分納得して進路

先を選択･決定をしている｡また微力ながらも前述のような,卒業生個表･アフターフォローの成

果もあり,福祉施設との連携はかなり充実し,縦への移行は円滑に行われている｡

一方,在学時に一般就労をめざす生徒もおり,一般事業所での現場実習をチャレンジしているが,

なかなかステップアップしながら,雇用にまで結び付ける段階には至っていない｡

今後は,さらに個々の生徒の特性に応じた移行支援に取り組んでいきたいと考えている｡

【すでに始めていること】

○　主に重度の方を対象して,実習や進路先への移行がスムーズに行われるように,支援の仕方を

ビデオで相互研修をしたり,担任が一日付き添いながら情報を伝えたりすること｡

○　卒業後も,近い年代の仲間で楽しく余暇を過ごしたりすることができるような,本校独自の卒

業生サークル｢卒業生クラブ｣を実施すること｡

【これから新たに取り組んでみたいこと】

○　職員がジョブコーチ的な役割を担っての事業所での実習を組み‥雇用と結び付いていくよう

な方向性で進めること｡

○　まだ十分には連携が取れていない一般就労にかかわる諸機関とのつながりを検討し,移行に関

するシステム作りを整えていくこと｡　　　　　　(文責:福田　展大)
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1個別の指導計画の作成と活用から得た知見

事例を通して,学校で取り組んだことが家庭,地域,実習先,進路先でどのように生かされて

きたかがはっきりしてきた｡横への移行,縦への移行を具体的にイメージすることができた｡卒

業後の方向性を明確にすることで,縦と横の移行が効果的に絡み合い,よりよい移行支援につな

がっていく｡生徒一人一人のニーズにより,卒業後のライフスタイルは違ってくるが,個別の指

導計画を作成し,有効に活用することによって,具体的な支援の在り方が導き出される｡移行を

踏まえた実践事例の研究で　教師間,家庭,実習先,進路先との連携を更に図っていくことの大

切さが改めてはっきりした｡

保護者との話し合い,取組が卒業後につながります｡

教育的ニーズを導く(学校と家庭とのすりあわせ)中で　保護者の願いと教師の願いの目指

す方向が一致した取組ができたことに成果がある｡取り組む際に,連絡帳や紙面だけでなく,

電話や下校のときの話,進路相談など　直接話をする機会を多く持つことで,一体的な取組に

つながったと考える｡話はより具体的に情報を交換し,支援の在り方を一緒に考えるようにし

た｡取組をとおして,家庭は協力的になり,生徒が変容して中で｢次はこんなことに取り組ん

でいきたい｣という保護者からの積極的な提案も出るようになった｡卒業後の生活を踏まえ,

どんな働く生活,家庭生活,余暇生活を送るか,生徒一人一人に応じた移行支援に取り組んで

いくために,保護者との連携は大事なことであった｡

美智先での経験は進路先にもつながっています｡

実習では､卒業後の生活を踏まえ,個別の指導計画に基づいて課題を実習先に伝えている｡

実習先は卒業後の進路先も視野に入れて決めているので,卒業後の生活という観点で,実習先

も評価し,支援の在り方を一緒に考えている｡実習先との連携は進路先へもつながっている｡

'学校での取組は進路先につながります｡

これまでの取組は,個別の指導計画の作成と活用をとおした成果として卒業生個表につなが

り,それが進路先に伝わっていく｡個表を基に進路先と情報を交換し,支援の在り方を考えて

いくことで､より深い連携が図られた｡

2　機能的で実用的なシステムづくりのための改善点

個別の指導計画を実習課題表,卒業生個表にうまくつなげられればいいな｡

高等部として,個別の指導計画に基づいて実習課題表や卒業生個表を作成している.その点

では個別の指導計画は生かされている｡ただ,様式的なところでうまくつながっていくにはど

うしたらいいのか検討しなければならない｡

｢いつ,何を,どのように引き継ぐか｣ ｢卒業後もどうやって支援していくか｣など個別の指

導計画を移行支援のシステムとして確立し,生徒の将来の豊かな生活につなげていきたい｡

(文責:大山　　隆)
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